
歴史文化の特徴

02 秩父市文化財保存活用地域計画【埼玉県】

推進体制
●秩父市
教育委員会事務局文化財保護課、市立各小・中学校、市長室地
域政策課、総務部危機管理課、環境部森づくり課、市民部生涯
学習課・公民館、産業観光部観光課、地域整備部都市計画課・
各道路関係課、吉田総合支所地域振興課、大滝総合支所地域振
興課、荒川総合支所地域振興課 等

●埼玉県や域外の関係機関
埼玉県教育局市町村支援部文化資源課・各県立博物館・秩父警
察署・小鹿野警察署、秩父消防本部・横瀬町・皆野町・長瀞
町・小鹿野町・秩父地区文化財保護協会 等

●その他民間団体等
一般社団法人秩父地域おもてなし観光公社、一般社団法人秩父
観光協会、ＮＰＯ法人秩父まるごと博物館、文化財保存団体
（祭り、民俗芸能、史跡、天然記念物等）、各研究団体・各町
内会・青少年育成会・こども会 等

●関係機関
各市内資料館・秩父図書館・秩父まつり会館・ちちぶ銘仙
館・龍勢会館・秩父事件資料館・石間交流学習館・秩父市文
化財保護審議委員会・秩父市文化財調査会 等

1.秩父盆地ができるまで

2.「山国」秩父

3.荒川水系と河成段丘

4.特徴的な遺跡群

5.道と人々の交流

6.土地に根付いた産業の歴史

～材木・鉱物・生糸・織物・セメント～

7.多様な祭り・伝統行事・信仰

【計画期間】令和３～１２年度（１０年間）
【面 積】約578㎢
【人 口】約６万人

●指定等文化財は、
２８８件

●未指定文化財は、
４３６件把握

国・県・市指定等文化財は計２８８件。ほかにも、ふるさと文化財の森の設定
地２件、ユネスコ無形文化遺産１件（「秩父祭の屋台行事と神楽」を含む『山・
鉾・屋台行事』（３３件）の登録）など、多種多様な文化財が所在。

文化財の概要・特徴



文化財の保存・活用に関する課題 及び 基本的な方向性

文化財の保存・活用に関する措置の例

民俗文化財調査事業 文化財保存修理事業 「秩父市デジタルミュージアム
（仮）」事業
秩父市の指定文化財や各資料館で所有している
資料等のデジタルデータ化を行い、デジタル
ミュージアムサイトを作成して公開・活用する。

市指定有形文化財（建造物）「旧大宮学校校
舎」や「内田家住宅」、国登録有形文化財（建
造物）「旧秩父駅舎」等の保存修理を実施する。

中止・消滅の危機に瀕している民俗文化財につ
いて、優先順位を検討した上で、順次、記録保
存の措置を講じるとともに、公開資料としての
有効活用を図る。

■取組主体:市、秩父市文化財保護審議委員会
■計画期間: R３～１２年度

■取組主体:市、地域住民、関連団体
■計画期間: R３～１２年度

デジタルミュージアムのイメージ図
■取組主体:市、秩父市文化財保護審議委員会
■計画期間: R３～７年度

文化財とその周辺環境の調査を行
う

秩父市文化財保存活用地域計画【埼玉県】

①しらべる ②うけつぐ ③まもる ④ひろめる ⑤みがく ⑥つながる

文化財を後世に残せ
るように、必要に応
じて修理や後継者の
養成などの事業を行
う

文化財の現状や管理
状況、災害・犯罪等
のリスクを把握・検
討し、対策を施す

文化財の価値を広め、
理解を深めてもらえ
るよう、情報を公開
し、広く市民や観光
客に周知する

文化財とその周辺環
をパッケージ化して
１つのストーリーと
して発信し、公開環
境を整える

文化財に関わる
様々な団体、組織
や個人と市が連
携・協働して保
存・活用にあたる

文化財の調査に関する課題

・ジャンルによって詳細調査が十
分でない。

・公開中止や存続が危ぶまれる民
俗文化財の記録保存が十分でな
い。 等

文化財の活用に関する課題

・新型コロナウイルス感染症により無形民俗文化財の公開中止が強
いられている。

・各資料館・文化財収蔵施設の所蔵資料を有効に活用できていない。
等

文化財の保存に関する課題

・有形文化財（建造物）、有形民俗文化財の
保存修理を行う必要がある。

・火事や地震など防災対策が不十分な文化財
や文化財収蔵施設がある。 等

フセギ行事（福田のフセギ）

将来像 文化財の次世代への継承、文化財を通した地域コミュニティの形成、新たな文化財の発見
秩父市の魅力向上、歴史・文化・自然を活かしたまちづくり、観光客の誘引

旧大宮学校校舎
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文化財の一体的・総合的な保存・活用

1-1 秩父盆地に眠る太古の海（古秩父湾）の物語
今から約1700万年～1500万年前の新生代期は、

秩父市は海でした。「古秩父湾」と呼ばれる海に関
する文化財をまとめた。

5-1「秩父往還」に残る歴史の足跡
秩父市は古くから人々の往来が盛んでした。ここ

ではそうした往来をつなぐ「道」の中でも「秩父往
還」を中心に様々な文化財を１つにまとめた。

2-1 「山国」のくらし
秩父山系の山々に囲まれた環境の下で、人々は古

くからその環境に順応し、生活を営んできました。
その暮らしの様子をまとめた。

6-1 秩父の「絹」文化
秩父の人々の生活は古くから絹と密接な関係にあ

り、長きに亘って秩父の基幹産業を支えました。そ
うした絹に関わる歴史の流れを一体的に捉え、１つ
にまとめた。

3-1 山と段丘が織りなす水の恵み
「水」をテーマに、特に武甲山にまつわる水の伝

承と秩父市域に見られる「湧水」に関係する文化財
をまとめた。

6-2 武甲山の石灰石採掘史
武甲山の「石灰岩質」という特性により、近世末

期以降に発展した産業の歴史とそれに伴う近現代の
秩父をテーマに、様々な文化財をまとめた。

4-1 ２つの「和銅」
秩父市の遺跡の中でも代表的な存在として名高い

「和銅遺跡」は、古代と近世の２つの時代に分けら
れます。ここでは「和銅」にまつわる様々な文化財
を1つにまとめました。

7-1 小集落の、小さな祭りと行事
秩父の各地に数多く残る祭りや伝統行事の中でも、

集落単位で続けられている祭りや伝統行事を1つの
テーマとしてまとめた。

4-2 群集する古墳
秩父市の遺跡の特徴の１つとして、各地に「古墳

群」が点在していることが挙げられます。ここでは
そうした「古墳群」に焦点を当てて、１つにまとめ
た。

7-2 笠鉾・屋台文化
秩父祭をはじめとして、秩父各地で曳行されてい

る笠鉾・屋台とその行事について１つのテーマとし
てまとめた。

単体での保存・活用
一体としての

保存・活用

歴史文化の特徴に基づき、
１０の関連文化財群を設定
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関連文化財群 ２つの「和銅」

【措置】
① 文化財保存修理事業

近世・近代の「和銅遺跡」の拠点となる市指定有形文化
財（建造物）「内田家住宅」の保存修理計画を検討する

② 文化財公開環境整備事業
「和銅発見の伝承地」を中心に、古代の「和銅遺跡」の
見学環境の整備を行う
「市指定内田家住宅」の保存修理に伴い、駐車場や便益
施設等の整備を検討する
市ホームページ内「秩父市の文化財」のページにおい

て、関連文化財群の概要や構成文化財の情報、アクセス
等を紹介する

【課題】
古代の「和銅遺跡」の公開環境（特に遊歩道）に危険箇
所があり、安全性が低い。
近世・近代期の「和銅遺跡」に係る文化財の整備が、保
存・活用両面で十分でない。
近世・近代期の「和銅遺跡」の核となり得る文化財につ
いて、倒壊の危険性が高くなっている。

【方針】
安全な見学環境を整備する。
近世・近代期の「和銅遺跡」の一体的なＰＲを行う。
近世・近代期の「和銅遺跡」の拠点となり得る文化財
（市指定内田家住宅）を整備する。

黒谷地区には、国内初の自然銅が発見されたという伝承がある地点を中心とした
「和銅遺跡」があり、近年はそうした逸話もあって「金運向上」のためのスポット
として、多くの観光客が訪れている。

「和銅遺跡」は時代によって異なる2 つの遺跡群に大別することができる。
１つは、先述した慶雲5 年（708）に国内初の自然銅が発見されたとされる和銅

沢を中心とした遺跡群である。この発見によって、全国的には元号が「慶雲」から
「和銅」に変更されたことやこの後に鋳造された通貨が「和同開珎」となったこと
が有名であるが、黒谷地区では「金山彦命」を祭神とし、遺跡地の北側に位置する
聖神社がこの発見を機に建立されたといわれている。この聖神社には、遺跡地から
発見されたと伝えられる自然銅の他、この発見を称えて当時の天皇である元明天皇
から下賜されたと伝わる銅製のムカデ1 対が、宝物庫に奉納されている。

もう1 つは、江戸時代を中心に、自然銅発見伝承の地から南に位置する金山で展
開された銅採掘の遺跡である。金山には今も、銅を採掘した複数の横坑の他に掘り
出した銅を製錬した場所が残っている。

また、周辺地域には銅にまつわる地名や銅採鉱に係る出納役を担った地域の名主
である内田氏の住宅も残っており、古代とは異なり産業的・商業的に銅採鉱が行わ
れていたことをうかがい知ることができる。

市指定有形文化財（建造物）
「内田家住宅」


